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委
員
長
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た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
昭
和
六
十
二
年
度
補
正
予
算
三
案

の
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
回
の
補
正
は
、
去
る
五
月
、
政
府
が
決
定
し
た
緊
急
経
済
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
公
共
事
業
等
の
追
加
を
行
う
と
と
も
に
、
中
小

企
業
対
策
、
政
府
調
達
特
別
対
策
、
経
済
協
力
等
の
措
置
を
講
ず
る



こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
補
正
の
結
果
、
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

歳
入
歳
出
と
も
当
初
予
算
に
対
し
二
兆
七
百
九
十
三
億
円
増
加
し
、

五
十
六
兆
一
千
八
百
三
億
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
予
算
の
補
正
に
関
連
し
て
、
特
別
会
計
予
算
で

は
産
業
投
資
特
別
会
計
な
ど
十
八
特
別
会
計
、
政
府
関
係
機
関
予
算

で
は
、
国
民
金
融
公
庫
な
ど
六
政
府
関
係
機
関
に
つ
い
て
所
要
の
補

正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
補
正
予
算
三
案
は
、
七
月
六
日
、
国
会
に
提
出
さ
れ
、
七
月
十
日
、

宮
澤
大
蔵
大
臣
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
衆
議
院
か
ら
の
送
付
を

待
つ
て
、
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
り
、

中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
関
係
各
大
臣
に
対
し
、
国
政
全
般
に

わ
た
り
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
質
疑
の
主
な
も
の
若
干
に
つ
き
、
そ
の
要
旨
を
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
動
向
に
つ
き
ま
し
て
、
「
景
気
は
底
入
れ
を
し
た
の

か
。
緊
急
経
済
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
調
査
機
関
の
多
く
は

実
質
経
済
成
長
率
三
・
五
％
の
政
府
見
通
し
の
達
成
を
困
難
と
見
て

い
る
が
ど
う
か
。
高
騰
し
て
い
る
大
都
市
周
辺
の
地
価
を
ど
の
よ
う

に
安
定
さ
せ
る
つ
も
り
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
中

曽
根
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
等
よ
り
、
「
経
済
の
現
状
は
、

輸
出
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
消
費
は
堅
調
で
、
住
宅
投
資
も
高

水
準
を
続
け
、
民
間
設
備
投
資
は
非
製
造
業
を
中
心
に
増
加
し
て
お

り
、
さ
ら
に
在
庫
調
整
が
進
む
な
ど
、
景
気
は
底
を
打
つ
た
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
緊
急
経
済
対
策
に
よ
り
需
要
が
追
加
さ
れ
る
の
で
、

経
済
は
一
段
と
拡
大
し
、
為
替
も
安
定
す
れ
ば
、
内
需
中
心
に
着
実

な
景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
六
十
二
年
度
経
済
に
対
す
る
民
間
の

予
測
は
政
府
見
通
し
に
比
べ
、
設
備
投
資
を
弱
く
、
経
済
成
長
率
も

低
目
に
見
積
も
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
緊
急
経
済
対
策
は
公

共
投
資
等
の
事
業
量
と
減
税
だ
け
で
六
兆
円
と
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
一
・
八
％

に
相
当
し
、
波
及
効
果
を
勘
案
す
れ
ば
、
一
年
間
で
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
二
％

程
度
押
し
上
げ
る
と
試
算
さ
れ
る
の
で
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
実
質

経
済
成
長
率
三
・
五
％
は
達
成
で
き
る
。
土
地
問
題
に
つ
い
て
政
府

は
、
金
融
機
関
に
対
す
る
不
動
産
融
資
へ
の
自
粛
要
請
と
特
別
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
実
施
、
土
地
取
引
に
対
す
る
監
視
対
象
区
域
の
拡
大
を
行

つ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
規
制
区
域
の
指
定

に
基
づ
く
許
可
制
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
財
政
・
税
制
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
「
今
回
の
補
正
予
算
は
緊
縮

型
財
政
再
建
路
線
か
ら
軌
道
修
正
し
、
積
極
型
財
政
に
転
換
し
た
も



の
か
。
公
約
の
六
十
五
年
度
特
例
国
債
の
脱
却
は
可
能
か
。
国
民
が

期
待
す
る
六
十
二
年
度
所
得
税
減
税
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
つ
も

り
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣

及
び
宮
澤
大
蔵
大
臣
よ
り
、
「
今
回
、
内
外
の
諸
情
勢
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ

株
の
売
却
益
も
利
用
し
て
補
正
予
算
を
編
成
し
、
公
共
事
業
を
ふ
や

し
た
が
、
財
政
の
出
動
は
今
後
も
継
続
す
る
。
六
十
三
年
度
概
算
要

求
基
準
で
も
公
共
投
資
に
配
慮
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
は

従
来
の
行
革
、
財
政
再
建
路
線
を
基
本
的
に
維
持
し
つ
つ
、
若
干
の

修
正
、
補
完
し
た
も
の
と
理
解
願
い
た
い
。
六
十
五
年
度
財
政
再
建

の
目
標
を
現
在
断
念
す
る
に
は
い
ま
だ
早
過
ぎ
る
。
五
兆
円
弱
の
特

例
国
債
が
残
つ
て
お
り
、
毎
年
度
約
一
兆
六
千
六
百
億
円
の
減
額
が

要
求
さ
れ
る
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
の
高
値
売
却
が

続
け
ば
国
債
償
還
に
充
て
て
も
な
お
資
金
に
余
裕
が
出
る
し
、
財
政

の
出
動
で
経
済
の
潜
在
力
が
引
き
出
せ
れ
ば
税
の
自
然
増
収
も
増
加

す
る
の
で
、
今
後
も
財
政
再
建
に
精
い
つ
ぱ
い
努
力
し
て
い
く
。
所

得
税
の
減
税
は
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。
財
源
は
税
制
改
革
の
一
環
と
し

て
恒
久
措
置
が
望
ま
し
い
。
前
年
度
剰
余
金
を
活
用
し
て
も
一
遍
限

り
の
戻
し
税
で
な
け
れ
ば
明
年
度
以
降
に
財
源
問
題
が
生
じ
、
ま
た
、

今
後
数
年
間
予
想
さ
れ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
の
売
却
益
も
一
時
の
資
産
処
分

で
、
し
か
も
、
減
税
に
浴
さ
な
い
人
も
出
る
の
で
減
税
財
源
と
し
て

不
適
当
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
に
関
連
し
て
、
「
前
国
会
で
廃
案
と
な
つ
た
売
上
税
に

係
る
当
初
予
算
が
補
正
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
問
題

で
は
な
い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
宮
澤
大
蔵
大

臣
及
び
味
村
法
制
局
長
官
よ
り
、
「
予
算
と
法
律
が
そ
ご
を
生
じ
て

い
る
こ
と
は
御
指
摘
の
と
お
り
で
、
年
度
内
に
整
合
性
を
回
復
さ
せ

る
た
め
補
正
を
行
う
考
え
で
あ
る
。
目
下
税
制
問
題
は
税
制
改
革
協

議
会
で
討
議
中
で
、
い
ず
れ
何
ら
か
の
改
革
の
方
向
が
出
さ
れ
、
今

回
補
正
を
し
て
も
再
補
正
が
必
要
と
な
る
の
で
現
実
的
で
な
く
、
今

回
は
見
送
つ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
コ
コ
ム
違
反
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
「
東
芝
機
械
の
輸

出
製
品
と
ソ
連
原
潜
の
低
音
化
に
明
確
な
因
果
関
係
を
示
さ
ず
、
関

連
企
業
全
製
品
の
輸
出
を
ア
メ
リ
カ
が
抑
え
よ
う
と
す
る
の
は
行
き

過
ぎ
で
は
な
い
か
。
コ
コ
ム
協
定
は
政
治
的
に
重
要
な
国
際
的
取
り

決
め
で
あ
り
、
国
会
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
コ
コ
ム

違
反
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
つ
も
り

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
、

倉
成
外
務
大
臣
及
び
田
村
通
産
大
臣
よ
り
、
「
ま
ず
、
因
果
関
係
に

つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
情
報
交
換
等
か
ら
嫌
疑
は
極
め
て
濃
厚

と
政
府
は
判
断
し
て
い
る
。
日
本
の
企
業
が
自
由
主
義
陣
営
の
申
し



合
わ
せ
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
国
内
法
に
違
反
し
、
虚
偽
申
請
等

を
行
い
輸
出
し
た
こ
と
は
論
外
で
許
さ
れ
な
い
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ

国
内
で
の
保
護
主
義
の
高
ま
り
、
貿
易
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
る

と
、
我
が
国
は
迅
速
、
果
敢
か
つ
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
コ
コ
ム
の
申
し
合
わ
せ
は
国
際
約
束
で
は
な
く
、
申
し
合
わ

せ
を
ど
う
実
行
す
る
か
は
各
国
の
国
内
法
で
措
置
す
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
、
国
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
条
約
等
と
は
性
格
が
異
な
る
。

コ
コ
ム
違
反
再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
安
全
保
障
及
び
西
側
陣
営
の

一
員
と
し
て
の
認
識
が
産
業
・
経
済
界
の
一
部
に
欠
如
し
、
行
政
の

監
督
体
制
に
も
欠
陥
が
あ
つ
た
こ
と
を
反
省
し
、
刑
事
罰
強
化
を
含

む
法
律
改
正
を
初
め
、
戦
略
物
資
の
輸
出
入
管
理
、
検
査
体
制
の
強

化
等
の
思
い
切
つ
た
刷
新
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
質
疑
は
、
こ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
参
加
に
伴
う
政
府
間
協
定
及

び
実
施
取
り
決
め
の
合
意
署
名
に
か
か
わ
る
諸
問
題
等
、
広
範
多
岐

に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承

知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
日
を
も
つ
て
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
野
田
委
員
が
反
対
、
自
由
民

主
党
を
代
表
し
て
藤
野
委
員
が
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表

し
て
矢
原
委
員
が
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
沓
脱
委
員
が
反

対
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
勝
木
委
員
が
反
対
の
旨
、
そ

れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
昭
和
六
十
二
年
度
補
正
予
算
三

案
は
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




